
＜別紙2-1（共通評価　保育所版）＞ （2021.4）

第三者評価結果　
事業所名：ナーサリーつるみ

共通評価基準（45項目）
Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織
１　理念・基本方針

（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。 第三者評価結果

【１】
Ⅰ-１-（１）-①
　理念、基本方針が明文化され周知が図られている。

a

＜コメント＞

２　経営状況の把握

（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。 第三者評価結果

【２】
Ⅰ-２-（１）-①
　事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されている。

b

＜コメント＞

【３】
Ⅰ-２-（１）-②
　経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている。

b

＜コメント＞

３　事業計画の策定

（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。 第三者評価結果

【４】
Ⅰ-３-（１）-①
　中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている。

b

＜コメント＞

保育理念と保育方針は、入園のしおりに記載されています。園のホームページから法人のホームページへリンクしており、保育理念と
保育方針を掲載しています。保育理念は保育所としての使命や目指す方向性を示しており、保育方針は職員の行動規範となる内容と
なっています。保育理念と保育方針は玄関や園の掲示板へも掲示しています。各保育室にも掲示しているほか、全体的な計画に記載
し、職員がいつでも確認できるようにしています。保護者へは入園時の説明のほか、保護者懇談会で園長が説明を行うなどして入園後
も継続的な周知を図っています。

横浜市社会福祉協議会の会報などから社会福祉事業全体の動向を把握しているほか、鶴見区の園長会で横浜市からの情報をもとに地域
の各種福祉計画の策定動向と内容を把握しています。把握した情報は園長、主任で分析を行い、園運営の方向性について協議していま
す。園が位置する地域での子どもの数や保育ニーズなどのデータを収集し、経営環境や課題を把握しています。保育のコスト分析や利
用者推移、利用率の分析は法人で定期的に実施し、園長、主任と共有しています。職員へは職員会議などで共有していますが理解に課
題があります。

経営環境と園の運営状況の分析に基づき、課題点は、少子化にともなう将来的な定員割れの懸念と人材確保であると明らかにしていま
す。園長と主任は、課題の改善に向けて検討を行い、理事長に報告しています。園長は、職員会議などで課題や改善策について職員へ
周知していますが理解が十分ではありません。職員の安定した雇用を維持するため養成校へ求人を出したり、人材紹介会社、求人広告
などの媒体を活用して、人員確保に努めています。また、保護者支援、地域支援のあり方について職員間で意見交換を行いながら、改
善に向けて取組を進めています。

理念や方針の実現に向けて、「一人ひとりの子どもの最善の利益を考慮し、家庭や地域社会との連携のもと心身ともに健全な子どもを
育てる」と、法人及び園のビジョンを明確にしています。ビジョンに向けた取組を計画的に推し進めるため、年度末に見直しを行い、
法人から中・長期計画について各園に周知されています。園としても状況に合わせて、収支計画を策定しています。園の課題としてい
る人材確保や人材育成、地域支援、保護者支援などの項目や実施状況の評価が行えるような具体的な内容の計画策定へ向けた取組を課
題としています。



【５】
Ⅰ-３-（１）-②
　中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。

b

＜コメント＞

【６】
Ⅰ-３-（２）-①
　事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解している。

b

＜コメント＞

【７】
Ⅰ-３-（２）-②
　事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している。

a

＜コメント＞

４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 第三者評価結果

【８】
Ⅰ-４-（１）-①
　保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している。

b

＜コメント＞

【９】
Ⅰ-４-（１）-②
　評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実施している。

b

＜コメント＞

（２）　事業計画が適切に策定されている。

単年度の事業計画は、園長と主任が中心となって職員会議などで話し合われた内容を踏まえて策定しています。年間の行事などの活動
内容については、毎月の職員会議や年度末の職員会議で行う年間の振り返りを行った内容を次年度の計画策定に生かすよう努めていま
す。今後はさらに、、職員全体で園運営を行えるよう、中・長期計画と単年度の計画について職員間での共有化を図りながら、職員が
策定過程への関わりを深めていくことが期待されます。

保育内容や職員体制、健康管理など、事業計画の主な内容を重要事項説明書に掲載し、年間の行事予定表とともに、年度末に保護者に
配付しています。入園説明会や保護者懇談会で、これらの資料に沿って園長が保護者に説明を行っています。行事計画については、保
護者が参加する行事や保護者懇談会などについて開催方法や内容を説明し、質問もその場で受け付けて丁寧に対応しています。外国籍
の保護者が園の活動に理解を深められるよう、英語を話せる保育士が対応したり、AI通訳機を活用するなどの配慮をしています。

保育実践や行事の実施については、クラス内や担当する職員間での話し合いに基づいて評価を行っています。話し合われた内容は、職
員会議で報告し合い、園長はじめ全職員で共有し、次の指導計画や行事計画の作成につなげています。法人では園内における保育など
について職員の役割を各委員で構成しており、年１回法人全体で発表し合い、成果、課題を共有しています。さらに、組織的に評価を
行う体制を整備して、PDCAサイクルに基づく保育の質の向上に関する取組を実践していますが、職員の理解に課題があります。園の自
己評価は年度末に実施し、第三者評価は、横浜市の定める期間に定期的に受審しています。

園の自己評価票に評価結果を分析して抽出した課題点を明記しています。課題点は、職員会議で共有し、改善策について意見交換を
行っています。職員会議で出された意見を踏まえて、園長、主任を中心に改善策を具体化し実施につなげています。改善策を計画的に
実行するため、必要に応じて実施状況を確認しながら取り組んでいますが、実施にあたり不十分な面があることを課題としています。

単年度の事業内容を具体的に記載した事業計画と計画に沿った単年度の収支計画を策定しています。利用者受け入れ数や主な行事など
の項目を設定し、実行可能な取組内容を記載しています。今後はさらに、園としての中・長期的な視点での課題の改善に向けた取組内
容、具体的な成果目標を反映させ、該当年度に実施すべき取組内容を組み入れた単年度の事業計画を策定することが期待されます。



Ⅱ　組織の運営管理
１　管理者の責任とリーダーシップ

第三者評価結果

【10】
Ⅱ-１-（１）-①
　施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図っている。

b

＜コメント＞

【11】
Ⅱ-１-（１）-②
　遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。

b

＜コメント＞

【12】
Ⅱ-１-（２）-①
保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

a

＜コメント＞

【13】
Ⅱ-１-（２）-②
　経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮している。

a

＜コメント＞

２　福祉人材の確保・育成

第三者評価結果

【14】
Ⅱ-２-（１）-①
　必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施されている。

b

＜コメント＞
園運営に必要な人員体制や人材確保、人材育成に関する基本的な考え方、方針については、園からの報告を受けて法人で話し合われて
います。園運営の基本的な考え方や方針に基づいて、どのように人材確保や育成を実施するのかを具体的に計画していますが、取組に
ついて十分でないことを課題としています。採用活動については、ハローワークや求人サイトを利用したり、園のホームページや養成
校との連携作りなど効果的な取組を行っています。

（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

（１）　管理者の責任が明確にされている。

園長は、職員一人ひとりが主体的に園運営に関われるよう、自らの役割と責任を果たしながら、取組を進めていくことを方針としてい
ます。園長は職員へ「子どもと遊びこみ、保育を楽しむ環境を設定する」ことをモットーに保育にあたり、子どもたちの最善の利益を
第一義に職員間で連携を図るよう伝えています。運営規程に園長、主任、各職種の役割と責任を明記し、平常時及び有事の際の園長不
在時には主任が代行することを全職員に周知しています。今後は個々の職員とのコミュニケーションを密に図り、不明点を導き出し、
より丁寧な説明を行うことで理解を深め、職員間での共有化を図ることを課題としています。

園長は鶴見区の園長会でコンプライアンスに関する情報を得て、遵守すべき法令等を十分理解し、業務を遂行しています。また、社会
保険労務士や税理士からのアドバイスを取り入れて適正な経営に努めています。入職時には、就業規則を基にハラスメント防止や守秘
義務などの法令を遵守すること等、職員としての社会的責任を伝えています。職員会議や昼礼では、ニュースになった案件をタイム
リーに取り上げて注意喚起を行い、SDG’Sを意識した環境への配慮等を含む遵守すべき法令等を正しく理解できるよう職員への指導を
しています。今後、園長が必要な研修を受講し、運営に生かしていくことを課題としています。

（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

園長は、指導計画や保育日誌などの記録を確認したり、各クラスの様子を見て回り、保育の質の現状把握に努めています。主任や職員
とともに保育の質に関する課題を共有し改善に向けて検討しています。職員会議では、保育の質の向上についてテーマを決めて意見交
換を行うなど、職員の意見を反映できるようにしています。園長は、主任や看護師と連携を図り、看護師による嘔吐処理に関する研修
を継続させたり、AEDを用いた研修を行うなどして園内研修の充実を図っています。

園長は、経営の改善や業務の実効性に向けて、園での人員体制や業務体系、財務状況などの現状分析を行っています。職員個々の希望
を踏まえて主任との話し合いを行い、働きやすい人員配置、業務改善の実施につなげています。日々の体制表を作成して職員の動きを
見える化し、互いに協力し合って事務業務を行う時間を確保するようにしています。さらに個々の職員の急な休みなどにも対応し、配
慮しています。



【15】
Ⅱ-２-（１）-②
　総合的な人事管理が行われている。

b

＜コメント＞

【16】
Ⅱ-２-（２）-①
　職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

b

＜コメント＞

【17】
Ⅱ-２-（３）-①
　職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。

b

＜コメント＞

【18】
Ⅱ-２-（３）-②
　職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されている。

b

＜コメント＞

【19】
Ⅱ-２-（３）-③
　職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。

a

＜コメント＞

【20】
Ⅱ-２-（４）-①
　実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について体制を整備し、積極的な取組をしている。

b

＜コメント＞

就業規則と給与規程で人事基準を明確に定め、職員に周知しています。年2回人事考課を実施し、職員の専門性や業務遂行能力、職務
に対する成果や貢献度を評価しています。職員処遇の水準については、地域性や職員の意見などを踏まえて、法人で分析を行い、改善
が必要かどうか検討しています。園の保育理念に基づいた「期待する職員像」やキャリアパスの仕組みを明確に示し、職員が自ら将来
の姿を描きリーダーなどを目指せるようにしています。職員の理解に課題がありますが、人事管理について総合的な仕組みづくりを生
かしています。

（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

園長の責任のもと、主任、事務職員が労務管理実務を行い、職員個々の有給休暇取得状況や時間外労働などを把握しています。年2
回、園長による個人面談を実施しているほか、職員の様子を見ながら、声をかけたり、相談に応じるなどしています。職員の理解に課
題が残りますが、産休、育児休暇のほか、短時間勤務を導入し子育てしながら仕事を継続できる環境を整えています。家賃補助や永年
勤続表彰制度のほか、希望に沿って休暇がとれるよう配慮したり、急な休みの取得に対応するなど職員のライフワークバランスを保て
るよう働きやすい職場づくりに努めています。

（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

年度末に実施する職員個々の自己評価結果を踏まえて、年度始めに各自が目標を設定しています。園長との個人面談で、目標内容や目
標水準が適切に設定されているかを確認し、園長が必要に応じてアドバイスを行っています。年度の中間時期には、園長との個人面談
で設定した目標について進捗状況を確認し、2回目に行う個人面談で目標達成度の確認を行って、個々の自己評価につなげています。
目標設定の指標となる「期待する職員像」の内容が職員の具体的な目標水準となることを課題としています。

研修計画は、保育の経験を踏まえて、外部研修など年齢別保育研修、障がい児保育、食物アレルギー研修、乳幼児救急法研修など、職
員に必要とされる研修を検討しています。研修計画は、保育士の経験値などや研修報告書などを参考にして年度末に研修内容の見直し
を行い、次年度の計画作成につなげています。今後はさらに、「期待する職員像」を明確に示し、そのために必要な研修項目を再整備
しての研修計画策定が期待されます。

園長は、職員個々の技術水準や専門資格の取得状況などを把握しています。一人ひとりの経験年数や技術等に応じて研修を受講できる
よう、本人の希望も踏まえて外部研修の参加調整を行っています。新入職員へは、クラスのリーダー層が指導担当となり、個別的な
OJT研修を実施しています。外部研修は、キャリアアップ研修や看護師が参加する研修などを組み入れています。外部研修の情報は随
時職員に提供し、非常勤職員の外部研修への参加も推奨しており、受講できるよう配慮しています。

（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

実習生受け入れマニュアルがあり、受け入れに関する園としての基本姿勢を明記しています。マニュアルには、実習生の受け入れ手順
や対応方法、実習生に学んでほしい内容などを記載して職員間で共有しています。実習は、学校側の実習プログラムに沿って実施して
います。指導を担当する職員には園長と主任がアドバイスを行い、効果的な実習が行えるようにしています。実習中は学校側と進捗状
況を確認しながら、担当職員と実習生が振り返りを行っています。今後も実習生の受け入れを継続して実施できるよう、さらなる取組
が期待されます。



３　運営の透明性の確保

第三者評価結果

【21】
Ⅱ-３-（１）-①
　運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。

b

＜コメント＞

【22】
Ⅱ-３-（１）-②
　公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われている。

b

＜コメント＞

４　地域との交流、地域貢献

第三者評価結果

【23】
Ⅱ-４-（１）-①
　子どもと地域との交流を広げるための取組を行っている。

a

＜コメント＞

【24】
Ⅱ-４-（１）-②
　ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

b

＜コメント＞

【25】
Ⅱ-４-（２）-①
　保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切に行われている。

b

＜コメント＞

経理規程に事務や経理業務、取引、契約等に関する取り決めを明記し、職務分掌と園長の権限や責任を明確にして職員に周知していま
す。毎月の事業内容や会計データを法人に報告し、担当者や理事長の確認を得て、法人の監事による定期的な内部監査を実施し、理事
会へ報告して承認を得ています。外部の税理士による月次監査があり、会計処理事務の方法などについてアドバイスを受けています。
職員への理解に課題がありますが、適正な業務を遂行できるよう努めています。

（１）　地域との関係が適切に確保されている。

地域の病児保育施設や子育て支援団体などのパンフレットを玄関に置き、地域の行事やイベントなどのポスターを掲示するなど、活用
できる社会資源や地域の情報を保護者に提供しています。保護者のニーズに応じて、地域療育センターなどの関係機関を紹介するなど
しています。近隣の公園へ遊びにきている親子などへ育児支援のパンフレットを配布し参加につなげる取組をしています。地元のプロ
野球チームのイベントへ参加して交流し、子どもたちが地域との交流を広げられるよう取り組んでいます。地域との関わり方について
の基本的な考え方を地域支援マニュアルへ明記しています。

ボランティア受け入れのマニュアルに、受け入れに関する基本姿勢を明記しています。近隣の小中学生の職業体験の受け入れが難しい
状況で、その実現に向け、学校関係者と連携を図りながら取組を進めることが今後の課題となっています。

（２）　関係機関との連携が確保されている。

地域の関係機関や医療機関などのリストを事務室に常備しています。各機関との対応は主に園長や主任が行っており、園との連携状況
を代表会議や職員会議で職員間に周知しています。鶴見区の子育て連絡会議に園長が出席し、他園の園長や関係機関の担当者と共に地
域の状況を共有しています。また、地域における家庭での虐待等権利侵害の状況についての情報を収集しています。近隣の家庭的保育
事業施設と連携し、保育内容の支援を行ったり、卒園後の園児の受け入れを行っています。職員への周知に課題がありますが、子ども
の育ちを継続的に支援する協力関係を構築しています。

園のホームページに、保育理念や保育内容を掲載し、法人ホームページでは、苦情対応体制、苦情件数、改善状況、現況報告書、財務
諸表（予算、決算）を公表しています。一時保育や施設開放、育児講座、育児相談など地域に向けた取組については園前にポスターを
掲示するなどして、園の存在意義や役割を社会や地域に向けて明示しています。第三者評価の受審結果は、かながわ福祉サービス第三
者評価推進機構のホームページやワムネットで公表しています。今後はさらに、事業計画や事業報告も公表することを課題としていま
す。

（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。



【26】
Ⅱ-４-（３）-①
　地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている。

c

＜コメント＞

【27】
Ⅱ-４-（３）-②
　地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われている。

b

＜コメント＞

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施
１　利用者本位の福祉サービス

（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。 第三者評価結果

【28】
Ⅲ-１-（１）-①
　子どもを尊重した保育について共通の理解をもつための取組を行っている。

a

＜コメント＞

【29】
Ⅲ-１-（１）-②
　子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている。

a

＜コメント＞

【30】
Ⅲ-１-（２）-①
　利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的に提供している。

a

＜コメント＞

【31】
Ⅲ-１-（２）-②
　保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明している。

b

＜コメント＞

保育園の情報は鶴見区主催の未就学児のイベントの際に配布できるようにしており、ホームページや掲示板にも多くの情報を提供して
います。お散歩先の公園でも保育園のパンフレットを配布したり、見学の希望に随時対応するようにしており、保育所の利用希望者に
ついては、個別に丁寧な説明をするなど、利用希望者に対する情報提供について、適宜見直しを行いながら取り組んでいます。

保育の開始及び保育内容の変更時にあたっては、園長、主任が説明して保護者の意向に配慮し同意を得るようにしています。年度内に
変更があった場合には園だよりや保護者へ手紙、メールで伝え「重要事項説明書」を改正して再配布し、保護者の同意書を改めても
らっています。保護者への分かりやすい説明などで課題がありますが、園だよりなどは外国籍の保護者も多いため、ルビ付きのものを
渡すなど、工夫しています。

（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

鶴見区園長会、子育て連絡会議などで地域の情報を収集し、高齢化や少子化など、具体的な福祉ニーズや生活課題を把握しています。
園の第三者委員より町内の様子などを聞きながら、保育所として地域に還元できることを園長、主任で検討しています。園見学や施設
開放、育児講座、育児相談に訪れる地域の保護者から、子育てに関する悩み事や保育所に対する要望などを聞き、地域の子どもを取り
巻く環境を把握するよう努めています。園として、運営委員会の開催など園の利用者や第三者委員を交えた定期的な会議を開催し、更
なる福祉のニーズの把握に努めることが課題としています。

把握した福祉ニーズに基づいて、園として地域に貢献できるよう、施設開放、イベントへの参加、育児講座、育児相談、離乳食相談な
どを実施しています。育児講座では、栄養士による離乳食及び栄養相談や看護師による発達相談などを組み入れて、園が培ってきた専
門的なノウハウを地域に還元できるようにしています。災害時に子どもの安全確保を前提として、地域住民に対する備蓄品の提供を行
うなどの取組については、今後の検討課題となっています。

職員は法人研修を受けたり、不適切な保育につての理解を深めるチェックリストの活用や研修を定期的に行い自身の保育を見直せるよ
う日頃から意識することを大切にしています。また、外国籍の子どもが定員人数の20％を超えて在籍しており、子ども達にとっても多
国籍は日常生活のなかで自然な形となっていて、職員も分け隔てなく対応しています。カリキュラム会議を行う事で子ども達一人ひと
りの個別の配慮について保育へ生かせるようになっています。

子どものプライバシー保護について、社会福祉事業に関わるものとしての姿勢、責務を明記した子どもの人権擁護マニュアル等が整備
され、職員への研修によりその理解が図られています。「人権」「個人情報」等のマニュアルに基づいて子どものプライバシーに配慮
した保育（着替えや、身体測定などの際はパーティションを利用）がされており、看護師は人体パネルを使ってプライベートゾーンの
大切さを子ども達へ知らせています。



【32】
Ⅲ-１-（２）-③
　保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応を行っている。

b

＜コメント＞

【33】
Ⅲ-１-（３）-①
　利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行っている。

a

＜コメント＞

【34】
Ⅲ-１-（４）-①
　苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。

a

【判断した理由・特記事項等】

【35】
Ⅲ-１-（４）-②
　保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護者等に周知している。

b

＜コメント＞

【36】
Ⅲ-１-（４）-③
　保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応している。

b

＜コメント＞

【37】
Ⅲ-１-（５）-①
　安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築されている。

a

＜コメント＞

（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

保育所の変更や自園の保育終了にあたっては、園長が窓口となり保護者からの要望のもと、引き継ぎに必要な事項に関して口頭でのや
り取りをすることはありますが、書面でのやり取りをしたことはありません。必要であれば、用意し対応することは可能となっていま
す。現在、他園からの転園児に関しては区役所を通して必要な情報を得ています。保育の利用終了に関する引き継ぎなどを文書化して
いくことを課題としています。

日々の保育の中で子ども達や保護者のニーズを知るために、子ども一人ひとりの児童票を作成し、子どもの状況を把握するように努め
ています。懇談会や個人面談、保育参観、行事参加を定期的に行い、アンケートを実施し、それをもとに職員間で話し合っています。
園の方針として職員間でぶれない対応の必要性を感じており、主任、担任が具体的な改善を行っています。

（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

苦情解決体制の仕組みがあります。法人にも苦情相談窓口を設け、園と連携をして苦情解決に取り組んでいますが、なかなか苦情とし
て意見が寄せられることは少なく、日頃のコミュニケーションの中であったり、アンケートからのご意見が多い状況です。内容に関し
ては職員と話し合い、改善できるところは迅速に対応し記録に残し、保護者にも周知しています。

（３）　利用者満足の向上に努めている。

保護者の相談やご意見等の窓口に関しては、重要事項説明書に明記しており、保護者に説明しています。送迎時に職員から声をかける
ことで、相談につながることが多い状況です。相談の対応には、相談室（特別室）を使用し、意見を述べやすいスペースの確保等の環
境に配慮しています。相談や意見の言いやすさについて理解を示している保護者は利用者調査結果において6割程度にとどまっていま
す。さらなる取組が期待されます。

保護者が相談しやすい環境として、送迎時のコミュニケーションや、日々の保護者とのやりとりを重視しています。相談箱も事務所前
の廊下に設置しています。相談や意見を受けた際には記録方法や報告の手順など、対応策等について定めた面談マニュアル等を整備し
ています。迅速な対応などについて保護者からの評価は高くなく、周知に課題があります。担任だけで判断のつかない内容について
は、迅速に主任、園長に報告し、園として全職員と共有して話し合い、方針を導けるようにしています。

リスクマネジメントに関する責任者を明確にしています。毎日の昼礼で、子どもの様子やヒヤリハットについても報告し、情報共有し
ています。設備点検は月に1回以上行い、園庭の遊具点検や公園での遊びに関しても都度行い、危険がないよう確認をしてから遊んで
います。食事中の誤飲や誤嚥に関しては、職員と事故事例を基に話し合いを行い、自園ではどうか確認したり、シミュレーションによ
り意識を高め、事故予防に努めています。



【38】
Ⅲ-１-（５）-②
　感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための体制を整備し、取組を行っている。

a

＜コメント＞

【39】
Ⅲ-１-（５）-③
　災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行っている。

a

＜コメント＞

２　福祉サービスの質の確保

（１）　提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。 第三者評価結果

【40】
Ⅲ-２-（１）-①
　保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提供されている。

a

＜コメント＞

【41】
Ⅲ-２-（１）-②
　標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。

b

＜コメント＞

【42】
Ⅲ-２-（２）-①
　アセスメントにもとづく指導計画を適切に作成している。

a

＜コメント＞

【43】
Ⅲ-２-（２）-②
　定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。

a

＜コメント＞

保育の標準的な実施方法を記載した種々マニュアルの検証と見直しにあたっては、職員による気づきや意見により、保育の実施方法や
手順の確認を適宣行って、年度末の見直しにつなげています。さらに、最新の情報へ更新していくため、行政からの通達による情報を
もとに更新しています。また、職員の共通理解を深めるため、年度始めや都度マニュアルの再確認を行っていますが、共通認識に課題
があります。マニュアルの検証と見直しにあたっては、指導計画の内容を必要に応じて反映させているほか、行事後や年度末のアン
ケートなどから得た保護者の意見・提案を反映できるようにしています。

（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

指導計画作成の責任者は園長です。作成は、主任の指導のもとに各年齢の担任が作成し、主任、園長が確認を行っています。入園前に
子どもの健康状況、家庭状況、保護者の勤務状況など児童調査票等を提出してもらい、入園前面談で情報を得て、課題を抽出し、園と
して必要な保育内容を決めています。入園情報は個別の指導計画に反映しています。入園後から障害のある乳幼児や医療的対応が必要
なケースの場合は、個別の指導計画を作成して職員間で共有し、地域療育センターや関係機関と連携を取りながら見通しをもった支援
を行っています。

年間指導計画は期ごと、月間指導計画は毎月の職員会議で振り返りや自己評価を行い、職員間で共有して保育を行っています。各年齢
の担任間でも話し合いを持ち、担任間で子どもの姿を捉える視点に差異がないか、振り返りや自己評価を行っています。評価結果や課
題等を各年齢の担任だけでなく、時短勤務保育士等からも意見などを聞き、次月や翌日のねらいへ反映しながら次の指導計画を作成し
ています。

「事故対応」「健康管理」「衛生管理」のマニュアル等が整備され、全職員が統一した対応ができるよう基準を文書化しています。マ
ニュアルは職員がいつでも確認できるようファイルし、廊下の棚に置いています。「オムツ交換」や「ミルク介助」等プライバシーに
配慮した取組に関しても明文化し、必要なクラスに掲示しています。「保育所保育指針」に沿った保育運営に努め、個人を尊重した保
育を実践しています。

感染症対策に関して責任と役割を明確にした管理体制を整備しています。特に、今年度はコロナウイルス感染症が5類になり、ガイド
ラインも変更されたことを職員や保護者に周知しています。また、インフルエンザに係る意見書の取り扱いが変更されたタイミングで
園内で流行したため、職員間で共有し保護者にも一斉周知を行っています。定期的な消毒や手洗いの重要性を認識し、感染蔓延を防ぐ
取組を続けています。

災害時の対応方法を各クラスに設置し、職員で周知をしています。立地条件から災害の影響を把握し、建物、設備、保育を継続するた
めの必要な対策を講じています。訓練においても津波や火災を想定した訓練を行い、大規模震災を想定した引き渡し訓練も保護者の協
力のもとに行っています。非常食、備蓄品に関するリストを作成し、常に備蓄量を保てるようにしています。



【44】
Ⅲ-２-（３）-①
　子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化されている。

a

＜コメント＞

【45】
Ⅲ-２-（３）-②
　子どもに関する記録の管理体制が確立している。

a

＜コメント＞
「個人情報保護ガイドライン」で、個人情報取り扱い時の法令遵守や個人情報の安全管理措置を講じることなどを明記して、職員に周
知しています。「運営規程」でも、保育の提供に関する計画書や記録類の保存期間について明記しています。個人情報を含む記録類
は、鍵付きのキャビネットで保管しています。保護者へは、「個人情報の取扱い」を掲載した入園のしおりに沿って入園説明会で説明
を行っています。個人情報規定により情報の漏えい対策や利用目的などを明記し適切に管理しています。

（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

子どもの日々の様子や生活状況、発達状況は全児童の個人別の観察記録があります。観察期間は各年齢ごとに決められ、食事、生活習
慣、全身運動、手指の動き、人間関係、保護者支援の項目については、発達状況を記録し保管しています。記録の記載方法は差異が生
じないよう全職員で統一しています。情報は、クラスから主任、園長へと報告するよう一元化されています。入園時に保護者から提出
された児童調査票等をもとに、家庭での生育歴や生活面、食事面等、配慮事項を聞き取っています。配慮事項は全職員で共有した後、
無理のない保育生活が始められるようにしています。


